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寝屋川市障害福祉計画（第４期計画）［平成27～29年度］（素案） 
 
大阪府との法定協議に基づく検討結果 
 

協議事項 

番号 ページ 検討箇所 協議事項 検討結果 

1 

 6 

及び 

25 

Ⅱ．障害福祉サービス等の推進方

策 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

１）障害福祉サービス等の推進に

おける【成果目標】 

(1) 地域生活への支援の充実 

及び 

Ⅲ．障害者支援を推進していくた

めに重点的に取り組む事項 

１．地域での自立した生活を総合

的に支援する取り組みの充実 

(2) 地域生活支援等の拠点となる

機能の整備 

・地域生活支援拠点等の整備」の記載の仕方に

ついて「~面的な連携も視野に入れた整備を推

進します。」となっているが「~面的な連携も

視野に入れ、29年度末までの整備に取り組み

ます。」のように29年度末までの整備を前提と

した記載にしていただきたい。 

 

・ご意見をふまえ「~面的な連携も視野に入れ、29年度末までの整

備に取り組みます。」に変更します 

 

協議事項以外の指摘 

番号 ページ 検討箇所 指摘事項 検討結果 

Ⅱ．障害福祉サービス等の推進方策 

1 7 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

１）障害福祉サービス等の推進に

おける【成果目標】 

(2)福祉施設や医療機関からの地

域移行の推進 

① 施設からの地域移行者の増加 

② 施設入所者の削減 

・「本市から府立施設に入所している人の1人が

地域移行を希望しているため」と記載されて

おりますが、「府立施設からの地域移行者数も

加味して」等の記載にしていただきたい。 

・ご意見をふまえ「府立施設からの地域移行希望者数も勘案し」

に変更します。 
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番号 ページ 検討箇所 指摘事項 検討結果 

Ⅱ．障害福祉サービス等の推進方策 

2 8 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

１）障害福祉サービス等の推進に

おける【成果目標】 

(2)福祉施設や医療機関からの地

域移行の推進 

③ 地域移行推進体制の充実 

・「【地域移行支援事業の新規利用者】が、本市

では27～29年度は各10人」記載されている

が、P14の地域移行支援の見込量が平成27年度

9人、平成28年度９人、平成29年度10人となっ

ている。整合性を図るべきでは。 

・P8の数値は１年あたりの地域移行の新規利用者数、P14は1か月

あたりの地域移行利用者数として記載しています。 

 そのため、整合性を図ることはしませんが、両者の違いを明確

にするためP8の表記を「【地域移行支援事業の新規利用者】が、

本市では27～29年度は各10人（１年あたり）」に変更します。 

3 11 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

２）成果目標を実現するうえでの

【活動指標】 

(1)障害福祉サービスの見込量 

・訪問系サービスの見込量において精神障害者

の行動援護は見込量０でも記載されている

が、精神障害者と障害児の重度障害者包括支

援については見込量０の記載がない。 

 表記を統一すべきでは。 

・精神障害者の行動援護については、以前に利用があり、現計画

の見込では数値が計上されていました。なので、いままでに利

用者がいない神障害者と障害児の重度障害者包括支援と区別す

る意味もあり、見込量が０でも記載しておりましたが、検討の

結果紛らわしい表記になると判断したため、見込量が０の場合

は記載しないことにしました。 

4 

14 

及び 

19 

及び 

20 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

２）成果目標を実現するうえでの

【活動指標】 

(1)障害福祉サービスの見込量 

⑤ 相談支援（計画相談支援・地

域相談支援） 

及び 

２．障害福祉サービス等の推進目

標と推進方策 

２）成果目標を実現するうえでの

【活動指標】 

(3)障害児支援サービスの見込量 

 

・障害児の計画相談支援の見込量についてP20の

障害児支援サービスの見込量に記載されてい

るが、障害児支援は児童発達支援、医療型児

童発達支援、放課後等デイサービス、保育所

等訪問支援、障害児相談支援なので、P14の計

画相談支援の見込量に記載するべきでは。 

・障害福祉サービスまたは障害児支援サービスを利用する児童は

全員に計画相談支援または障害児相談支援の実施を推進してい

きますが、対象の児童が障害福祉サービスの利用しかない場合

は計画相談支援、それ以外の場合は障害児相談支援を実施する

ことになります。 

 計画相談支援は障害児支援サービスと根拠法令が異なります

が、上記の理由もあり、障害児支援サービスの見込量で記載し

たほうが分かりやすいとの判断で、現計画と同様に障害児の計

画相談支援の見込量についてはP20に記載しておりました。 

 今回、ご意見をふまえ、障害児の計画相談支援の見込量をP14 

に記載するとともに、20Pの障害児支援サービスの見込量にも

「再掲」という形で記載しました。 

 また、P19の障害児の計画相談に関する文章の表現をより明確に

するため、文章を変更し、注釈をつけました。 

 

 

 

 

 


